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 猛暑が続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

今回は放射線科から VF 検査という、食べたり飲んだりした時の状態を X 線装置を用い

ての検査方法について紹介します。 
安全に摂食・嚥下リハビリテーションを進めていく上で、重要な検査ですので、参考に

して下さい。 
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１．VF 検査とは 

私たちは、日常的に食事をする時に食べ物を歯で噛み砕いて飲み込むという動作を本能

的に行っています。喉頭蓋という弁により呼吸する時は開き、食事の時は気管に食べ物が

入らない様に喉頭口をふさぎ、食道に流れるように調整されています。 
VF（videofluoroscopic examination of swallowing）検査とは、X 線透視下でバリウム

などの造影剤を含んだ食品を患者さんが食べているときの摂食（食べたり）・嚥下(飲み込

む)動態を観察しながら記録する、画像を用いた摂食・嚥下障害の評価法の一つです。当セ

ンターの場合、VF 検査は放射線室 27 番 X 線 TV 室で行われています。 
 

２．VF 検査の目的 
摂食・嚥下は日常的に行われている自然な生理的運動で、健康なときは特に意識せずに

行われています。しかし何らかの異常が起こると、栄養状態を悪化させさまざまな疾病か

らの回復を阻害し、誤嚥性肺炎の原因となり、またストレスの原因ともなります。この嚥

下運動は、食物が咽頭部を通過するもっとも重要なところを、直接観察することができな

いので、嚥下の評価、治療にあたるスタッフは、患者さんの嚥下に必要な諸器官の状態、

嚥下時の症状、むせ込みの様子などから摂食・嚥下障害の原因を推定して対応策を検討し

ます。 
VF 検査を行う目的には大きく分けて（１）摂食・嚥下障害の評価（２）治療法の指針

を得る、の２つあります。 
 

（１）摂食・嚥下障害の評価 
摂食・嚥下障害で最も問題となるのは誤嚥（間違って気管に食べ物が入ってしまうこと）

です。本来ならば気管に入った食べ物をむせたりして、気管から食道へ戻すことをします

が、むせが困難な患者さんの場合、何事もなかったかのように気管に食べ物が入ってしま

います。このような状態を把握する検査として VF 検査は有用ですし、少しの誤嚥でも検

出可能です。 
また著しい誤嚥の疑われる患者さんに対しては、少量の造影剤を用いたり食品を工夫す

ることで、検査後の肺炎などのリスクを極力少なくするように努力しています。VF 検査



では誤嚥の一因となる喉頭内の食物残留も評価することができ、食形態や嚥下方法を試す

ことによって、どの程度残留がみられるかも客観的に評価することが可能です。 
 
（２）治療法の指針を得る 

VF 検査で誤嚥がみられた場合には、体位の工夫、食形態の変更などを行うことにより、

誤嚥を防ぐことが可能であるかどうかを評価します。たとえばトロミを調整した食品によ

って嚥下しやすくなるか誤嚥がなくなるか検討したり、喉頭残留の量などが減少するかな

ども評価します。 
また評価後、ある程度の期間訓練を行っても、どうしても誤嚥を疑わせる臨床症状が続

いたり嚥下自体の困難が軽減しない場合は、経口摂取だけでは必要な栄養を全量摂取する

ことが困難と判断し、胃ろう造設などの適応を検討することになり、VF 検査の所見も重

要な役割を果たすことになります。 
 

３．VF 検査の適応 
VF 検査は一般的には摂食・嚥下障害の疑われる患者さんに対しては、特別な禁忌さえ

なければ、すべて適応があります。むせがある場合、うまく飲み込めない場合、咽頭に食

物が残った感じがある場合などの、嚥下に関する症状がある場合は当然ですが、直接嚥下

に関する愁訴がなくても肺炎を繰り返し、不顕性誤嚥が疑われる場合なども VF の適応が

あります。 
 
４．当センター放射線室における VF 検査の特徴 

当センターの特徴として、透視下で観察した摂食・嚥下の状態を動画として DVD に記

録し、マイクを使用することにより音声の録音も可能です。そのため改善前後の摂食・嚥

下の比較をすることができ治療計画に役立てることができます。また、当センターの撮影

装置は、かなり低い位置まで移動することが可能ですので、よほどのことがない限り、食

事の際に使っている車椅子などを用いていつもと変わらない食事体位で検査を行うことが

できます。 
VF 検査では X 線装置を使用しますので、X 線被ばくにも配慮し不必要な被ばくのない

よう心がけています。 
 
＊VF 検査では、X 線装置を用い検査しますが普通の X 線検査と違い、医師・歯科医師・

放射線技師・言語聴覚士・作業療法士・看護師など多くの職種の職員が関わる検査です。

そのため検査時には部屋に５人以上の人数が入り、患者さんや家族の方は緊張したり驚い

たりするかもしれません。しかし、痛みや苦痛のある検査ではありませんので安心して検

査を受けて頂きたいと思います。 
何か疑問があるときには、近くの職員に気軽に声をかけて下さい。 
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 今回のメールマガジン 参考になりましたか？ 
 まだまだ暑さは続きそうですので、水分補給や冷房を上手に利用して暑さ対策をして下

さい。 
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